
県大会における信仰奨励プログラムの手引き

スカウツオウンのすすめ
スカウツオウンはちかいとおきての理解をより十分におし進めるものです。理解するとは真の意味を深く知り得るということです。
大会の期間中、スカウトたちの理解を深めるよう、毎日実施しましょう。

「信仰奨励章取得の手引き」やこの手引きを参考にするなどして具体的な実施計画を作成してください。
計画の立案は指導者の指導によるもの、スカウトが自分で計画するものなど様々な方法があります。
教育規定１-２２

  スカウツオウンは、加盟員各自の信仰心を高揚するために行われ、それはちかいとおきての実践をより深めるものである。

参加隊の指導者へのお願い
・期間中に実施するスカウツオウンの計画は、指導者の指導、支援により事前に作成してください。その際の参考として計画書様式を用意しました。
・スカウツオウンは儀式ですが定まった形式（スタイル）はなく、また宗教礼拝に代わるものでもありません。そのために指導者がスカウトに理解されやすいような内容でスカウトの中に入って実施することは効果的です。
・スカウツオウンに使用する歌は事前訓練で歌えるようにしておきましょう。
・上級班長、隊付、班長及び次長はこれまでの活動の中でのスカウツオウン実施の経験が少ないことも考えられます。このことから彼らに過大な精神的負担が生じないように指導者が実際に行って見せるなどの配慮が必要です。
期間中での実施について
【実施時間】
大会期間中、隊ごとにあらかじめ実施時間を設定すると良いでしょう。例えば次のような時間が考えられます。
・朝食前の静かな時間

・朝礼後の気分が引き締まった時間

・昼間の活動が一段落した夕方の時間
・夜の課業の前や終了後の時間
・その他スカウトが精神的に落ちつける時間

【実施場所】
実施場所の選定は設営が終わった後に指導者が現場を確認後、ふさわしい場所を班長会議などで決定するとよいでしょう。

ふさわしい場所はいうまでもなく進行を妨げるような外部からの影響をなるべく受けることのない場所です。
また、夏の炎天下など健康を害するような場所（時間）も避けるべきです。

宗教儀礼との関連

８月７日から８月９日の間、信仰の森では各宗派の協力を得て、宗教儀礼を実施しています。

このプログラムへのスカウトの参加はスカウツオウンの成果を高める上でも有効であると思いますので、ご活用ください。
本大会では参加しやすいようにプログラムが複数組まれています。

参加したスカウトたちが精神面での成長が助長されるように指導者の支援をお願いします。
「みことば」の活用
　大会期間中、毎日、各宗派のみことばを掲示します。
　アウルプライズの活動目標にもあるように、この「みことば」をプログラムガイドブックに書き写すこととしておりますので、ご指導をお願いします。
　また、毎日のスカウツオウンにも活用できると思います。
事例１

	月　　日

（朝）
	テーマ：「ちかい」

	
	参加形態：少し詰めて縦列（隊単位　司会は副長）

	黙想
歌

おきて唱和
B-Pのことば

隊長のことば

黙とう
	「静かに目を閉じましょう」（ソングまで）
ソング「名誉にかけて」
つつましく捧げん　誠を神に　誇り持て捧げん　誠を国に

感謝の心は　日々の善行に　強き体と　良き心もて　

とわに求めゆかん　名誉にかけてぞ
おきて「スカウトは誠実である」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）

「信仰」（司会者が静かに読む）

信仰をもつということはとてもやさしいことです。

それはまず神を大切にし、神の手足となって働くこと。

そして自分のまわりの人を大切にし、彼らのために奉仕

することです。
私たちは今選ばれて大自然の中にいます。
君たちが胸に付けているスカウトマークに中に「真理」と

「知識」を意味する星が二つあることを知っていますか。
真理とは、ほんとうのこと。
知識とは、ものごとを知り得る才知です。
スカウトとしての心構えと、どのように行動したらよいか考えるために目を閉じましょう。
（ここまで来ることができたことに感謝して祈ろう）


事例２

	月　　日

（夜）
	テーマ：「ちかい」

	
	参加形態：円形　（隊単位　司会は副長）

	黙想
歌

おきて唱和
B-Pのことば

隊長の言葉

黙とう
	（静かに目を閉じる）
ソング「どこまでもゆこう」
どこまでもゆこう　道は厳しくとも　口笛を吹きながら
走ってゆこう
おきて「スカウトは誠実である」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）
諸君にグッドバイを言って別れを告げる時が来た。多くの諸君とは再び会わないであろう。私は81歳だ。そして人生の終わりに近づいてきている。それに比して多くの諸君は人生の始めだ。そして諸君の幸福と成功を祈るものである。諸君はいかなることをするとしても、スカウトのおきてを守ることを望んでいる。そしてジャンボリーのバッジを誇りとしてユニフォームに付けていてほしい。そしてそれがジャンボリーの愉快な思い出であることを願うのだ。平和と幸福のために、そして諸君に神の加護のあらんことを祈る。
1937年オランダでのＷＪ閉会式でのB-Pの言葉です。

今宵はキャンポリーの最初の夜ですが私自身の今日一日を振り返ってみました・・・・（以下、隊長の話が続く）
君たち自身が大切に思う人の幸せのために、祈りましょう。


事例３

	月　　日

（朝）
	テーマ：「生きているということ」

	
	参加形態：木陰に座る。（班単位　司会は班長）

	黙想
歌

おきて唱和
鈴木了正先生のことば

一日の
実践目標

黙とう
	（静かに目を閉じる）
ソング「永遠のスカウト」
一度スカウトに　ちかいを立ててなりし身は
いつも　いつも　スカウトだ
おきて「スカウトは感謝の心をもつ」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）
・・帰り道、道側の田で蛙が蛇に呑まれようとしているのを見つけました。石を蛇に投げて蛙を逃がしてやりました。
その夜、班集会に集まったスカウトたちの話題がこの蛙と蛇のことでした。「蛙がかわいそうだった」「弱いものを食べる蛇は、憎い」「蛙だって弱い虫を食べている」「蛇は長い間食べるものがなくて飢えていた。
もし、あの時蛙が食べられなかったら餓死したかもしれない。そんな蛇に石を投げたのはいいことか。」「蛙や蛇の心なんてオレ知らん」スカウトたちは口々に発言しました。一体私たちが生きているということはどういうことなのか・・・
（最初に班長が自分の目標を発表してから班単位で班の全員が一日の実践目標を発表して、各自のプログラムガイドブックに記入する）
（発表した実践目標を心の中でちかう）


事例４

	月　　日

（夜）
	テーマ：「生きているということ」

	
	参加形態：自由に座る。（隊単位　司会は上級班長）

	黙想
歌

おきて唱和
B-Pのことば
上級班長のことば

黙とう
	（静かに目を閉じる）
ソング「みちのくの」
みちのくの　旅ゆくわれぞ　西那須の　森の木陰に　
集い来て　集い来て　友よ心の　火をたかむ
おきて「スカウトは感謝の心をもつ」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）
幸福を得る本当の道は、他の人々に幸福を与えることによって得られるものです。
僕は今朝、「生きるということについて考えてみよう」と実践を誓いました・・・・（以下、上級班長が誓ったこと、それをどう実践したのかという話が続く）
（それぞれに今朝のちかいが実践できたかどうかを振り返る）


上級班長の話の例：ぼくの家は仏教ですが、今日は班が決めたキリスト教の礼拝に行ってきました。終わりに神父さんが言われた言葉を覚えています。「あなた達に伝えます。ここに一粒の麦があります。この麦が地上に落ちて死ななかったら一粒のままです。死ねばこそ多くの実を結ぶのです」。この時ふと亡くなったおばあちゃんの顔を思い出しました。おばあちゃんはよく「おまえは優しい子だねえ」と言っていました。僕はキャンポリーにこられたのも、友達がいるのも、楽しく学校へ行けるのも、いっぱい楽しい事があるのもおばあちゃんのお蔭なんだと思うことができたのです。心の中でそっと「ありがとう」と言いました。

事例５
	月　　日

（朝）
	テーマ：「自信を持って」

	
	参加形態：円形になる（班単位　司会は班長）

	黙想
歌

おきて唱和

B-Pのことば

一日の
実践目標

黙とう
	（静かに目を閉じる）
ソング「そなえよつねに」

三つのちかい　名誉かけて　ボーイスカウト
おきて守り　人のために　そなえよつねに
おきて「スカウトは勇敢である」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）
真のスカウトは　信用できる人として　どんな危険に直面しても　自分の義務を果たす人として　ほかの少年や大人から
尊敬されるのだ。
（班の全員が今日一日、人のために何をするか発表する）
（発表した実践目標を心の中でちかう）


事例６
	月　　日

（夜）
	テーマ：「自信を持って」

	
	参加形態：円形に座る（班単位　司会は班長）

	黙想
歌

おきて唱和

B-Pのことば

班長の感想

黙とう
	（静かに目を閉じる）
ソング「夜の歌」

遠き山に　日は落ちて　星は空を　ちりばめぬ
今日のわざを　なしおえて　心かろく　やすらえば

風は涼し　この夕べ　いざや楽しき　まどいせん
おきて「スカウトは勇敢である」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）
スカウトはいつもきちんと整理整頓をしている。それがキャンプであろうとなかろうと　習慣としてするのである。
　もし家できちんとできなければ　キャンプに行ってもできないだろう。
　キャンプできちんとできなければ　単なる新米でしかないし　ましてやスカウトとはいえない。
（班長がはじめに　今朝の目標に対して　できたことの内容を発表し　班の全員がそれぞれの結果を発表する）

（人のために尽くすことができたことに感謝して）


事例７
	月　　日

（朝）
	テーマ：「明日に向けてはばたこう」

	
	参加形態：円形（隊単位　司会は隊付）

	しずかに
歌

おきて唱和

B-Pのことば

隊付のことば

黙とう
	（司会者が右手を交差させて左側のスカウトが交差させた左手を握り次々と全員が手を握ったらそのままで歌に入る）
ソング「さらば」

またあうその日まで　さよなら　またあうその日まで　さよなら　　Shalom Chaverim! Shalom Chaverim! Shalom Shalom  lehitraot lehitraot Shalom Shalom
おきて「スカウトは友情にあつい」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）
あなたがもらったプレゼントは　それをくれた人にあなたが
お礼を言うまでは　あなたのものではない。
キャンポリーの期間を通して、隊付としての役目を十分とは言えなかったけれど、君たちに奉仕できたことにお礼をいいます。軽い気持ちで参加した初日からこれまでの日々は正直辛いこともありました。少ししか年上でない自分が、何故このようにつらい役目を持たされるのかと思いましたがとにかく最後までやろうと決めました。でも発見できたことは昨日つらかったことは、今日は楽しい思い出に変わっていることでした。
胸を張って君たちにいいます。「キャンポリーをありがとう」。

（スカウト仲間の幸せを祈って）


計画１
	月　　日

（朝）
	テーマ：「　　　　　　　　　　　　　　　」

	
	参加形態：　　　　　　（　単位　司会は　　　）

	黙想
歌

おきて唱和

ことば

黙とう
	（静かに目を閉じる）
ソング「　　　　　　」

おきて「スカウトは　　　　　　　　　　」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）




計画２
	月　　日

（夜）
	テーマ：「　　　　　　　　　　　　　　　」

	
	参加形態：　　　　　　（　　単位　司会は　　　　）

	黙想
歌

おきて唱和

ことば

黙とう

	（静かに目を閉じる）
ソング「　　　　　　　　　」

おきて「スカウトは　　　　　　　」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）




計画３
	月　　日

（　　）
	テーマ：「　　　　　　　　　　　　　　　　」

	
	参加形態：　　　　　　（　　単位　司会は　　　　　）

	静かに
歌

おきて唱和
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ソング「　　　　　　　」

おきて「スカウトは　　　　　　　　　」

（スカウトサインをし、司会者が独唱しその後全員で唱和）




